
                        

     

日蓮聖人は、弘安5年（1282）10月 13日辰の刻（午前8時）、池上

で御入滅されました。大地は振動し時ならぬ桜の花が咲いて天地共

に聖人の御入滅を悲しんだと伝えられています。 

日蓮聖人の御命日の法要をお会式（おえしき）と呼び、桜の花で飾

った万灯をかかげて、まといを振り団扇太鼓を打ち、お寺参りをし

ます。 

《11月 12日 正福寺お会式日程》 

14:00 講演（岩室紳也医師「新型コロナウイルス感染予防について」定員

30名予約制） 

16:00日蓮聖人第739遠忌御報恩お会式法要 

18:00万灯練供養（正福寺のみ）  

※外来万灯講合流の練供養は行いません。 

※境内出店はありません。 

※駐車場はございませんのでお近くのコインパーキングをご利用下さい。 

※新型コロナウイルス感染予防を充分に施してお参り下さい。 

※都合により予定変更の場合もございます。 

           《正福寺 浦安市堀江2-6-35  ℡047-351-2742》  

高祖日蓮聖人第７３９遠忌お会式 合 
 

 
 

掌

 

正福寺だより№116 

令和2年お会式号 

11月 1日発行 

説江山 正福寺 
浦安市堀江 2-6-35 
TEL047-351-2742 
FAX047-350-5123 
《正福寺ホームページ》 
https://syoufukuji.t

yami.xyz/ 

《日蓮宗ポータルサイト》

http://temple.nichiren
.or.jp/1041125-shofuk
uji/ 

正福寺お猿のしょうちゃん 



正福寺だより№116  《合掌》 

 

岩
室
紳
也
先
生
と
の
出
会
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

田
中
貞
真 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
下
に
お
け
る
寺
院
活
動
、
岩
室
紳
也
先

生
と
の
出
会
い
が
無
け
れ
ば
、
す
べ
て
中
止
に
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

岩
室
紳
也
先
生
は
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
（
オ
フ

ィ
ス
い
わ
む
ろ
）
代
表
、
厚
木
市
立
病
院
泌
尿
器
科
の
医
師
で
、 

浦
安
市
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
支
援
対
策
協
議
会
会
長
、
浦
安
市
地
域
包
括

ケ
ア
評
価
会
議
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
勤
め
ら
れ
、
浦
安
市
と
大
変
縁
の
深

い
先
生
で
す
。
ま
あ
、
肩
書
だ
け
聞
い
た
だ
け
で
は
普
通
の
お
医
者
さ

ん
、
と
い
っ
た
感
じ
で
す
が
、
日
本
エ
イ
ズ
学
会
認
定
医
で
あ
り
、
コ

ン
ド
ー
ム
の
達
人
と
呼
ば
れ
る
性
教
育
の
プ
ロ
、
自
殺
対
策
、
公
衆
衛

生
、
感
染
症
対
策
、
、
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
ス
ー
パ
ー

ド
ク
タ
ー
で
す
。 

 

七
、
八
年
前
に
な
る
で
し
ょ
う
か
、
私
は
浦
安
市
文
化
会
館
で
岩
室

先
生
の
講
演
を
聴
き
、
目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
る
と
は
こ
う
い
う
こ
と

か
！
と
い
う
思
い
を
し
、
そ
の
後
、
浦
安
市
民
大
学
で
岩
室
先
生
の
講

座
を
受
講
し
ま
し
た
。
「
地
域
の
つ
な
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
場
所
」

を
考
え
る
こ
と
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
本
年
二
月
、
浦
安
市
地
域
包
括
ケ
ア
評
価
会
議

に
参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
、
岩
室
先
生
の
講
義
を
拝
聴
し
ま
し

た
。
そ
の
頃
は
ち
ょ
う
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
が
感
染
拡
大
し
て
い
く

矢
先
、
参
加
者
は
マ
ス
ク
着
用
。
そ
こ
で
先
生
は
開
口
一
番
「
マ
ス
ク

を
し
て
い
る
こ
と
が
か
え
っ
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
拡
大
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
」
所
謂
、
マ
ス
ク
が
い
け
な
い
の
で
は
な

く
、
正
し
く
マ
ス
ク
を
着
用
し
な
い
と
か
え
っ
て
感
染
し
て
し
ま
う
と

い
う
の
で
す
。
会
議
の
テ
ー
マ
は
地
域
の
よ
り
よ
い
つ
な
が
り
を
考
え

て
い
く
こ
と
で
し
た
が
、
私
は
先
生
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
も
非
常

に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
先
生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
に
関
す

る
情
報
を
調
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

世
間
で
は
「
三
密
を
避
け
る
」
い
わ
ゆ
る
「
密
閉
・
密
集
・
密
接
を

避
け
る
」
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
三
密
を

避
け
て
も
感
染
の
危
険
性
は
あ
る
、
三
密
を
避
け
ら
れ
な
い
状
態
で
も

感
染
回
避
の
方
法
は
あ
る
。
こ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
め
つ
け

ず
に
臨
機
応
変
に
自
分
の
頭
で
考
え
、
周
囲
の
人
達
と
お
互
い
の
思
い

を
共
有
し
、
少
し
で
も
感
染
に
対
す
る
不
安
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

私
の
鹿
児
島
に
い
る
弟
や
、
長
野
に
い
る
従
弟
は
大
学
病
院
勤
務
の

医
師
な
の
で
、
未
だ
県
外
に
出
ら
れ
ず
四
人
以
上
の
会
食
は
自
粛
す
る

よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

檀
信
徒
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
感
染
に
対

す
る
不
安
は
尽
き
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
過
剰
に
恐
れ
ず
、
色
々
な
人

と
情
報
を
共
有
し
て
、
自
ら
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

今
年
の
お
会
式
法
要
前
に
は
岩
室
先
生
に
講
演
頂
き
ま
す
。
人
数
制

限
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
後
日
、
動
画
を
期
間
限
定
で
公
開
さ
せ

て
頂
く
予
定
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
<

田
中
貞
真>  
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住
職
認
証
式 

お
盆
の
お
便
り
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
五
月
二
十
一
日
付
で
住

職
認
証
さ
れ
、
十
月
十
五
日
、
身
延
山
で
の
認
証
式
に
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。 

本
来
で
あ
れ
ば
こ
の
認
証
式
は
一
泊
二
日
で
様
々
な
研
修
を
受
け
る
の

で
す
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
為
日
帰
り
と
な
り
、
研
修
は
事
前
に

動
画
で
受
講
し
ま
し
た
。
当
日
も
会
場
入
り
口
で
抗
体
検
査
が
あ
り
、
ド

キ
ド
キ
も
の
で
し
た
が
、
陰
性
と
い
う
こ
と
で
入
場
可
に
な
り
式
典
に
出

席
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

今
後
は
院
首
と
な
ら
れ
た
師
父
の
指
導
の
下
、
寺
族
、
檀
信
徒
の
皆
様
に

支
え
て
頂
き
正
福
寺
寺
門
興
隆
に
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 合 

掌 
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京
都
参
拝
旅
行 

今
年
で
二
十
五
回
目
に
な
る
参
拝
旅
行
、
平
成
六
年
よ
り
始
め
全
国
の
本

山
や
由
緒
寺
院
を
参
拝
し
、
観
光
も
楽
し
む
団
体
参
拝
旅
行
で
す
。 

本
年
は
三
月
十
一
日
～
十
三
日
、
京
都
の
旅
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
初
期
で
し
た
が
、
少
人
数
だ
っ
た
た
め

に
感
染
予
防
を
施
し
実
施
致
し
ま
し
た
。 

今
に
な
っ
て
み
る
と
、
参
加
者
一
同
「
あ
の
時
行
っ
て
お
い
て
よ
か
っ
た

ね
～
～
～
」
と
口
を
揃
え
て
言
っ
て
い
ま
す
。 

本山妙覚寺にて宮崎貫首さまと 

比叡山根本中堂は大改修中 

比叡山・日蓮聖人勉学の地、横川定光院 

4
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宇治平等院、海外からの観光客がいなくてガラガラでした。 

その後、宇治川遊覧船で昼食。昼食後は寺田屋、黄桜酒造、伏見稲荷。 

本山本満寺にて 

行衣に御朱印を頂くのも楽しみ 

正福寺が属する達師法縁の縁頭本山頂妙寺、

19 世貞亮上人、20 世貞奬上人が加歴晋山し

ました。今年はちょうど貞亮上人の 33 回忌

に当たり、頂妙寺でご回向して頂くのが今回

の目的でもありました。 

山務のお上人より諸堂の説明 

5
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知
ら
な
い 

田
中
貞
龍 

私
は
今
年
で
二
十
六
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
常
識
的
な
事
か
ら
く
だ
ら

な
い
事
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

友
達
と
話
し
て
い
る
時
な
ど
「
何
で
そ
ん
な
こ
と
も
知
ら
な
い
ん
だ
」

と
心
の
中
で
笑
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

よ
く
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
自
分
自
身
も
最
初
か
ら
そ
れ
を
知
っ
て
い
た

わ
け
で
は
な
く
て
、
た
ま
た
ま
友
達
よ
り
も
先
に
知
る
こ
と
が
出
来
た
だ

け
。
逆
に
自
分
が
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
も
あ
り
ま
す
。 

お
経
を
読
む
前
に
読
む
『
開
経
偈
』
の
中
に
も
「
見
聞
触
知
皆
菩
提
に

近
づ
く
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
見
て
、
聞
い
て
、
触
れ
て
、
知
っ

た
事
は
自
分
の
成
長
の
糧
に
な
る
、
生
活
し
て
い
く
中
で
起
こ
り
う
る
事

全
て
が
自
分
の
経
験
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

こ
の
事
は
父
が
法
事
の
時
説
明
を
し
て
い
る
の
を
聞
い
て
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
お
経
が
あ
る
程
度
読
め
て
知
っ
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
全
然
理

解
し
て
い
な
か
っ
た
。 

「
法
門
無
尽
誓
願
知
」
と
あ
る
よ
う
に
分
野
に
限
ら
ず
知
ら
な
い
事
は
数

え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

知
ら
な
い
と
い
う
事
を
笑
う
の
は
良
く
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
知
ろ

う
と
す
る
事
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

し
か
し
、
何
が
知
ら
な
い
事
な
の
か
は
自
分
自
身
で
は
な
か
な
か
分
か

ら
な
い
も
の
だ
か
ら
、
知
ら
な
い
と
い
う
事
に
気
付
く
事
は
と
て
も
大
事

な
こ
と
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 
<

田
中
貞
龍> 

 

 

日
蓮
聖
人
御
遺
文
「
開
目
抄
」 

田
中
安
人 

 

開
目
抄
は
日
蓮
聖
人
の
代
表
的
な
著
書
の
一
つ
で
す
。
日
蓮
聖
人

は
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
九
月
十
二
日
、
幕
府
に
捕
ら
え
ら
れ
、
龍

ノ
口
の
刑
場
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
処
刑
は
寸
前
で
中
止
に
な
り
ま
す
が
、

佐
渡
に
流
罪
と
な
り
、
死
に
直
面
し
な
が
ら
、
後
世
へ
の
形
見
と
し
て

著
さ
れ
た
の
が
開
目
抄
で
す
。
開
目
抄
の
中
の
「
我
日
本
の
柱
と
な
ら

む
、
我
日
本
の
眼
目
と
な
ら
む
、
我
日
本
の
大
船
と
な
ら
む
」
と
い
う

誓
い
の
も
と
法
華
経
を
広
め
て
い
こ
う
と
決
心
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

こ
の
誓
い
は
日
蓮
聖
人
の
三
大
誓
願
と
し
て
と
て
も
有
名
で
す
。
原
本

は
、
一
八
七
五
年
に
身
延
山
久
遠
寺
と
と
も
に
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

<

田
中
安
人> 

 

（
貞
真
）
お
い
！
安
人
！
⇒
こ
れ
じ
ゃ
説
明
だ
け
で
自
分
の
思
い
が
入

っ
て
な
い
ぞ
！
こ
れ
じ
ゃ
ダ
メ
！
も
う
ち
ょ
っ
と
考
え
ろ
！ 

（
安
人
）
考
え
た
け
ど
本
当
の
意
味
で
分
か
ら
な
い
か
ら
最
初
の
や
つ

で
い
い
？
開
目
抄
に
つ
い
て
一
ミ
リ
も
理
解
し
て
な
い
し
自
分
の
意

見
を
出
す
に
は
も
う
少
し
勉
強
が
必
要
・
・
・ 

※
弟
子
を
育
て
る
の
は
師
匠
の
勤
め
、
さ
ら
な
る
精
進
を
さ
せ
ま
す
。 

私
も
精
進
致
し
ま
す
。
（
貞
真
） 
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懐
か
し
の
場
面 

男
は
つ
ら
い
よ
第
五
作
「
望
郷
篇
（
一
九
七
〇
年
）
」
で
、

寺
男
を
ク
ビ
に
な
っ
た
源
ち
ゃ
ん
が
浦
安
で
商
売
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
寅
さ
ん
に
発
見
さ
れ
た
の
が
正
福
寺
。 

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
投
稿
記
事
よ
り
見
つ
け
ま
し
た
。 

今から 50年前のさんぱちの様子、すごい賑わい！ 

さんぱちの花屋さん・芳花園のお父さん、若い！ 

10 月 16 日の浦安新聞にて七五三の記

事が載りました。 

お寺でも七五三祈祷が出来るんですか？ 

もちろん出来ます！ 

柴又の帝釈天だって、豊川稲荷だって、

川崎大師だって、お寺なんですよ～。 

特に日蓮聖人の顕された大曼荼羅御本

尊にはあらゆる神様が勧請されているの

です。 

お題目を唱え、法華経によるご祈祷で心

を込めてご祈願申し上げます。 

7
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星
祭
祈
願
会 

十
二
月
二
十
一
日(

月)

冬
至 

夜
七
時 

信
仰
の
力
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
来
る
令
和
三
年
が
よ
り
良
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
御
祈
祷
致
し
ま
す
。
法
華
の
御
祈
祷
は
厄
を
単
に
祓

う
の
で
は
な
く
、
厄
を
転
じ
て
幸
と
為
す
も
の
で
、
仏
様
の
教
え
を

行
じ
る
事
に
よ
っ
て
苦
難
の
人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
の
で
す
。
是

非
ご
参
詣
下
さ
い
。
ご
希
望
の
方
に
は
お
守
り
・
木
札
を
授
与
致
し

ま
す
の
で
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
お
申
込
下
さ
い
。
十
二
月
よ
り

受
付
け
ま
す
。 

 

◎
お
寺
の
行
事
案
内 

十
一
月
十
二
日
（
木
） 

 
 

日
蓮
聖
人
第
七
百
三
十
八
遠
忌 

お
会
式 
 

 

・
午
後
二
時 

講
演 

・
四
時
法
要
・
六
時
万
灯
練
供
養 

十
七
日
（
火
）
鬼
子
母
神
様
ご
縁
日 

午
後
七
時 

 
 

二
十
二
日
（
日
）
浄
行
様
ご
縁
日 

午
後
七
時 

二
十
九
日
（
日
）
寺
ヨ
ガ 

 
 

 

午
後
二
時 

十
二
月 

二
日
（
水
）
浄
行
様
ご
縁
日 

午
後
七
時 

 
 

 

十
七
日
（
木
）
鬼
子
母
神
様
ご
縁
日 

午
後
七
時 

二
十
一
日
（
月
）
星
祭 

午
後
七
時 

二
十
七
日
（
日
）
寺
ヨ
ガ 

 
 

 

午
後
二
時 

説
江
山
正
福
寺 

 

総
代
・
世
話
人 

総
代 田

中
由
三
・
宇
田
川
浩
一
・
大
塚
孝
典 

世
話
人(

順
不
同) 

川
中
茂
雄 

内
田
代
喜 
松
井
敏
美 

 

平
野
賢
一
郎 

宇
佐
見
尚
吾 
川
口
龍
司 

大
塚
兼
光 

大
貫
隆
尚 

泉
澤
滿 
泉
沢
利
明 

池
田
肇 

金
子
隆
徳 

泉
澤
喜
一
郎 

大
塚
康
雄 

大
塚
勝
利 

金
子
康
行 

泉
澤
清
一 

大
塚
眞
二 

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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